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公共交通優先検討区域について（案） 

公共交通優先検討区域（深沢区域、引田・代継・網代区域、草花折立下区域、東秋川橋西側区域）の詳細な区域案を設定した。設定した区域は以下の通りである。 

 

〇深沢区域・・・・・・・・・あきる野市深沢（全域） 

〇引田・代継・網代区域・・・あきる野市引田、渕上、上代継、下代継の一部とあきる野市網代（全域） 

〇草花折立下区域・・・・・・あきる野市草花の一部 

〇東秋川橋西側区域・・・・・あきる野市野辺、小川の一部 

 

１．公共交通優先検討区域の位置図 

 

図 １ 公共交通優先検討区域の位置  

深沢区域 

引田・代継・網代区域 

草花折立下区域 

東秋川橋西側区域 

第２回 公共交通検討委員会 

Ｈ30.7.31 資料 1 



2 

２．各区域の詳細な状況 

２－１．深沢区域 

 

 

図 ２ 深沢区域の状況 

  

・人 口：64 人 

・世帯数：32 世帯 

・最高標高：651.2m 

・最低標高：198.4m 

・標 高 差：452.8m 

深沢地区 

※バスルート、バス停は、現況に合わせて修正 

※道路幅員状況、公共施設、保育所・幼稚園、学校は、「あきる野市公共交通のあり方検討報告書」を参考 

※最高標高、最低標高は、10m メッシュごとの値（図は 250m メッシュごとに表示） 

資料：国土数値情報（「鉄道」平成 29 年度、「バスルート」平成 23 年度、「バス停留所」平成 22 年度、「福祉施設」平成 27 年度、「学校」平成 25 年度、「標高・傾斜度 5 次メッシュ」平成 23 年度）、あきる野市公共交通のあり方検討報告書（あきる野市、平成 29 年度） 
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２－２．引田・代継・網代区域 

 

 

図 ３ 引田・代継・網代区域の状況 
※バスルート、バス停は、現況に合わせて修正 

※道路幅員状況、公共施設、保育所・幼稚園、学校は、「あきる野市公共交通のあり方検討報告書」を参考 

※最高標高、最低標高は、10m メッシュごとの値（図は 250m メッシュごとに表示） 

資料：国土数値情報（「鉄道」平成 29 年度、「バスルート」平成 23 年度、「バス停留所」平成 22 年度、「福祉施設」平成 27 年度、「学校」平成 25 年度、「標高・傾斜度 5 次メッシュ」平成 23 年度）、あきる野市公共交通のあり方検討報告書（あきる野市、平成 29 年度） 

・人 口：2,410 人 

・世帯数：1,025 世帯 

・最高標高：330.4m 

・最低標高：118.5m 

・標 高 差：211.9m 

引田・代継・網代地区 
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２－３．草花折立下区域 

 

 

図 ４ 草花折立下区域の状況 
※バスルート、バス停は、現況に合わせて修正 

※道路幅員状況、公共施設、保育所・幼稚園、学校は、「あきる野市公共交通のあり方検討報告書」を参考 

※最高標高、最低標高は、10m メッシュごとの値（図は 250m メッシュごとに表示） 

資料：国土数値情報（「鉄道」平成 29 年度、「バスルート」平成 23 年度、「バス停留所」平成 22 年度、「福祉施設」平成 27 年度、「学校」平成 25 年度、「標高・傾斜度 5 次メッシュ」平成 23 年度）、あきる野市公共交通のあり方検討報告書（あきる野市、平成 29 年度） 

・人 口：346 人 

・世帯数：166 世帯 

・最高標高：196.0m 

・最低標高：114.5m 

・標 高 差：81.5m 

草花折立下地区 
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２－４．東秋川橋西側区域 

 

 

図 ５ 東秋川橋西側区域の状況 
※バスルート、バス停は、現況に合わせて修正 

※道路幅員状況、公共施設、保育所・幼稚園、学校は、「あきる野市公共交通のあり方検討報告書」を参考 

※最高標高、最低標高は、10m メッシュごとの値（図は 250m メッシュごとに表示） 

資料：国土数値情報（「鉄道」平成 29 年度、「バスルート」平成 23 年度、「バス停留所」平成 22 年度、「福祉施設」平成 27 年度、「学校」平成 25 年度、「標高・傾斜度 5 次メッシュ」平成 23 年度）、あきる野市公共交通のあり方検討報告書（あきる野市、平成 29 年度） 

・人 口：955 人 

・世帯数：410 世帯 

・最高標高：127.7m 

・最低標高：106.5m 

・標 高 差：21.2m 

東秋川橋西側地区 


